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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,25 42,63 -0,62 44,93 -2,30

USD / BRL Spot BRL 2,2874 2,3060 +0,0186 2,2524 +0,0536

USD / JPY Spot JPY 98,94 98,30 -0,64 101,20 -2,90

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 48.474 48.436 -38 45.210 +3.226

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 179,3 183,0 +3,7 215,0 -32,0

Brazil 5yrs Gov. Bond % 10,94 10,88 -0,06 11,07 -0,19

DI Future Apr14（金利先物） % 9,11 9,10 -0,01 9,00 +0,10

3 Months US Dollar Libor % 0,267 0,265 -0,002 0,270 -0,005

CRB Index（国際商品指数） Index 283,8 283,2 -0,6 280,7 +2,5

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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Indicator Unit 8月2日

昨日のドルレアルスポット相場はブラジル経済への懸念からレアル売り優勢の展開でした。朝方は週次
サーベイで成長率見通しが引き下げられたことからレアル売り優勢となり、先週末比レアル安の２．２９台
前半で始まった後も２．２９台後半へレアルは売られました。その後も７月のサービス部門ＰＭＩが予想を
下回ったためレアルじり安推移は続き、２．３０台前半へレアル続落となりました。終日レアル安圧力は残り
ましたが、介入警戒感もあり２．３０台前半でもみ合った後、結局２．３０台半ばで引けています。

先週末の米雇用統計後、緩和縮小へ向けて大きく舵が切られたとまでは言えず米ドルに明確な方向感
があったわけではないですが、対レアルではドル高が進みました。緩和縮小への思惑でドル高が進んだ
わけではないのでレアル固有の材料であるブラジル経済への懸念が表れた形と思われます。市場では
昨日の週次サーベイで１年後のインフレ見通しが５．８３％から５．９３％に引き上げられたことを懸念する
声も上がっており、レアル安とインフレへの影響がスパイラル的に進行する懸念も根強く残っています。
ここ数ヶ月の中銀介入にもかかわらずレアルは安値を更新しており、市場が中銀の介入姿勢を試す動き
は続きそうです。
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